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未来を拓く科学大好き教育 通信 
            郷土博物館 特別研究員  
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中学校・理科授業支援 

その１４ 大久保中３年・科学技術と人間の生活 
日立理科クラブによる大久保

中学校での理科支援授業の様子

を紹介します。大久保中学校は、

単元によって支援授業を導入し、

日立理科クラブの実験教具や支

援員の方たちから発せられるメ

ッセージを上手に授業に活用し

ています。 
今回の授業支援は、「科学技術と人間の生活」の学

習です。問題提起の段階で、地球誕生から始まる地球

環境の変化、人類の進歩に伴う文明の発達、今日まで

の数々のエネルギーの変遷、そして、人間の生活に直

結しているエネルギーに伴う自然環境問題や化石燃

料の枯渇問題などが分かりやすく説明されていきま

した。また、私たちの生活に大きな影響を及ぼす課題

等について、つい最近の新聞で報道された内容なども

織り交ぜながらの話は、生徒たちに身近な問題として

捉えることができたのではないかと思います。 

生徒たちは「発電について」、「二酸化炭素と温暖化」、「省

エネ、節電体験」など、日立理科クラブが準備した 9 種類の

実験装置を活用しながら、エネルギーの生成やその仕組みな

どについて、実際に実験教具を手にとって活動していました。 
実験教具が理科室いっぱいに並んでいる様子は圧巻であり、

理科室に入ってきた生徒たちの最初の「うわーすごい!」とい

う印象が物語っています。4 名の日立理科クラブの支援員の

方が分担をし、手振り発電機・水力発電模型・火力発電模型

（蒸気）・風力発電・太陽光発電など、その仕組みや活用の仕

方などを具体的に手際よく説明をしていきました。二酸化炭

素と温暖化では、地球儀の入ったカプセルの中にドライアイ

スを加えて、ライトを照らし、温度の変化を比較する実験をしたり、消費電力比較として、白熱

球・蛍光ランプ・ＬＥＤ球などを比較したりするなど、エネルギーの上手な活用が必要であるこ

とを認識したのではないでしょうか。 
今回の授業の日立理科クラブの方からのメッセージは「これまでの延長線上に未来はない! 化

石燃料に代わる新たなエネルギー資源の開発が不

可欠であり、特にエネルギー資源のほとんどを輸

入に頼っているわが国では、持続可能で環境に配

慮したエネルギー技術を世界に先駆けて開発して

いかなければならない。」でした。将来のエネルギ

ー技術を一歩一歩推し進める未来の科学者の誕生

が望まれます。 
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